
本
書
（
邦
題
一
ｕ
新
論
理
学
に
お
け
る
遍
充
』
）
は
名
古
屋
大
学
助
教
授

和
田
壽
弘
氏
の
プ
ー
ナ
大
学
（
己
邑
ぐ
の
国
ｑ
昌
勺
○
○
口
四
）
へ
の
学
位
請
求

論
文
で
あ
る
。
和
田
氏
は
新
論
理
学
（
ｚ
ゆ
ぐ
冨
口
乱
制
）
の
最
も
重
要
な

概
念
で
あ
る
遍
充
（
ご
管
威
）
の
研
究
を
一
九
八
四
年
か
ら
一
九
八
六
年

の
二
年
間
に
わ
た
り
プ
ー
ナ
大
学
サ
ン
ク
リ
ッ
ト
高
等
研
究
所
（
９
口
茸
①

具
跨
号
四
目
。
＆
忰
巨
号
旨
留
口
め
廊
芹
）
に
お
い
て
同
研
究
所
の
所
長
で

あ
る
勺
Ｈ
具
．
ぐ
．
ｚ
，
冑
④
の
指
導
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の

成
果
と
し
て
一
九
八
六
年
に
閂
言
９
富
馬
萱
旦
冒
ミ
ミ
冒
冨
、
ｇ
員
。
雪
雲
‐

ミ
ミ
恥
曽
ご
冒
冒
‐
ミ
ご
倉
（
新
論
理
学
に
お
け
る
遍
充
概
念
）
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
プ
ー
ナ
大
学
に
提
出
さ
れ
、
一
九
八
八
年
に
弔
戸
ロ
の
学
位

を
授
与
さ
れ
た
。

本
書
の
価
値
あ
る
特
徴
は
、
ふ
た
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
本
書
の
大
部

分
を
占
め
る
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
・
ゥ
。
ハ
ー
デ
ィ
ャ
ー
ャ
（
の
画
侭
①
＄
ロ
日
‐

呂
昌
倒
胃
Ｐ
》
の
色
．
津
ロ
届
誤
）
の
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
（
弓
§
〒

ｅ
ミ
ミ
冨
言
ミ
ら
と
そ
の
註
釈
で
あ
る
ラ
グ
ナ
ー
タ
・
シ
ロ
ー
マ
’
一
（
罰
画
‐

ぬ
ゴ
ロ
口
騨
言
い
段
８
目
Ｐ
色
）
ｏ
色
．
シ
ご
匡
計
ｌ
勗
邑
）
の
「
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン

タ
ー
マ
’
一
デ
ィ
ー
デ
ィ
テ
ィ
』
（
目
ミ
ミ
ミ
討
言
事
ミ
ミ
§
誉
）
の
遍
充

（
ぐ
箇
冒
一
）
の
「
究
極
的
定
義
」
（
艶
員
言
ミ
ミ
争
雷
ミ
ミ
）
章
に
対
す
る
解

目
ｄ
降
昌
丘
胃
○
ご
く
凹
旦
四

胃
昌
葛
さ
奇
Ｏ
Ｓ
言
ミ
ミ
言
胃
苗
胃
之
冨
ご
富
‐
ミ
ミ
色

山

本

和

彦

読
研
究
で
あ
る
。
従
来
の
新
論
理
学
の
研
究
と
い
え
ば
、
新
論
理
学
の
専

門
用
語
の
説
明
に
留
ま
る
こ
と
が
多
く
、
本
格
的
な
テ
キ
ス
ト
解
読
の
研

究
に
ま
で
は
到
ら
な
か
っ
た
。
遍
充
に
つ
い
て
の
研
究
は
本
書
の
序
論

（
弓
．
や
巴
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
蟹
居
留
ぐ
肖
牌
ロ
の
研
究
倉

鱒
塁
ミ
ミ
ミ
ミ
言
昌
薑
冒
言
〕
“
冒
誉
ミ
ミ
§
ミ
ミ
冒
言
の
旨
》
弓
樹
①
‐

巨
畠
①
己
．
己
隠
）
を
始
め
と
し
て
数
多
く
あ
る
。
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
「
究

極
的
定
義
」
章
に
関
し
て
は
、
国
風
呂
国
色
巨
尹
邑
冒
ｏ
Ｈ
に
よ
る
独
語
訳

（
今
《
両
四
ｍ
置
戸
ロ
脚
昏
四
段
Ｈ
ｏ
白
い
宮
〕
）
〕
弓
国
丙
吻
ｇ
）
旨
〕
置
〕
己
急
』
邑
司
》

岳
ご
）
と
属
目
ロ
巳
①
、
急
自
国
ぽ
鼻
冨
呂
肖
苫
に
よ
る
仏
語
訳
（
《
《
Ｆ
①

、
ミ
亀
琴
ｓ
ミ
ミ
色
訂
急
電
ｓ
、
宝
邑
野
急
急
亀
富
争
ロ
ロ
弓
昌
ご
胃
言
旨
ミ
宗
ミ
ロ
①
の
色
口
函
硯
四

四
ぐ
①
○
置
口
員
琴
誉
。
①
閃
画
い
ぼ
ロ
ロ
削
口
Ｐ
凹
Ｈ
ｏ
目
画
目
鼻
伝
国
富
：

］
四
ぬ
ゆ
Ｑ
詠
い
目
い
尉
炭
倒
置
Ｈ
巳
門
倒
引
色
》
）
〕
當
○
瞳
ご
電
昌
笙
望
員
島
謹
い
い
、
可
）
画
つ
の
》
い
の
⑭
）

目
Ｐ
喝
醇
忌
司
．
己
調
｝
こ
ぎ
、
ご
笛
．
岳
震
）
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

そ
の
現
代
語
訳
か
ら
だ
け
で
読
者
が
遍
充
関
係
の
構
造
を
十
分
に
つ
か
め

る
と
は
言
い
難
い
。
新
論
理
学
派
の
伝
統
は
現
在
で
も
イ
ン
ド
で
続
い
て

お
り
、
ジ
ャ
ガ
デ
ィ
ー
シ
ャ
ロ
四
盟
呂
闇
、
ｏ
色
．
鈩
口
扇
ｇ
ｌ
届
弓
）
や
ガ

ダ
ー
ダ
ラ
（
の
四
。
脚
。
ぽ
胃
い
』
ｏ
ｐ
．
少
。
届
Ｓ
ｌ
弓
Ｓ
）
と
い
っ
た
ラ
グ
ナ
ー

タ
以
降
の
新
論
理
学
者
の
著
作
に
対
し
て
、
註
釈
が
施
さ
れ
、
か
つ
出
版

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
参
照
し
て
新
論
理
学
を
理
解
す
る
こ

と
は
、
一
般
人
に
と
っ
て
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

「
究
極
的
定
義
」
に
関
し
て
本
格
的
な
解
読
研
究
は
、
い
ま
ま
で
ほ
と
ん

ど
な
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
本
書
で
は
、
新
論
理
学

の
み
な
ら
ず
、
古
典
論
理
学
の
時
代
か
ら
学
派
を
問
わ
ず
、
常
に
そ
の
定

義
づ
け
に
最
大
の
関
心
が
払
わ
れ
た
遍
充
（
ご
ｇ
ｓ
の
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
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と
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
「
究
極
的
定
義
」
章
す
書
へ
て
に
対
し
て
現
代
語
（
英
語
）

訳
が
与
え
ら
れ
、
そ
し
て
、
非
常
に
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本

書
の
解
読
研
究
に
よ
っ
て
新
論
理
学
派
の
論
理
学
者
た
ち
に
も
っ
と
も
影

響
を
与
え
た
ミ
テ
ィ
ラ
ー
（
冒
目
局
）
派
の
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
と
ベ
ン
ガ
ル

局
の
侭
巳
）
派
を
代
表
す
る
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
遍
充
の
究
極
的
定
義
の
全
容

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
新
論
理
学
研
究
史
上
に
お
い

て
、
画
期
的
な
業
績
で
あ
り
、
新
論
理
学
を
研
究
す
る
者
に
と
っ
て
、
ま

さ
に
待
望
の
本
格
的
な
研
究
書
で
あ
る
。

ふ
た
つ
め
の
特
徴
は
、
本
書
の
随
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
図
（
荷
員
。
）

で
あ
る
。
新
論
理
学
の
研
究
は
、
独
特
の
専
門
用
語
と
長
大
な
複
合
語
解

釈
の
難
解
さ
の
た
め
に
現
代
語
に
訳
出
す
る
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
西
洋
論
理
学
の
記
号
を
当
て
は
め
る
試
み
が
以
前
か
ら
な
さ
れ

て
き
た
が
、
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
新
論
理
学
を
西
洋
の
論
理
学
の
概
念
に

当
て
は
め
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
り
、
記
号
を
用
い
る
方
法
に
は
お
の
ず

と
限
界
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
書
で
は
各
概
念
の
限
定
関
係
や
制
限
関
係

な
ど
の
一
連
の
関
係
を
図
で
示
し
読
者
が
視
覚
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
に

配
慮
さ
れ
て
い
る
。
新
論
理
学
の
概
念
の
惨
し
い
関
係
を
理
解
す
る
に
は

こ
の
方
法
は
初
心
者
の
み
な
ら
ず
新
論
理
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
非
常

に
効
果
的
で
あ
る
。
こ
の
図
に
関
す
る
歴
史
に
つ
い
て
は
、
和
田
氏
に
よ

っ
て
、
す
で
に
述
尋
へ
ら
れ
て
い
る
（
「
イ
ン
ド
哲
学
に
お
け
る
世
界
構
造
と

そ
の
図
式
化
」
ｌ
立
川
武
蔵
著
『
は
じ
め
て
の
イ
ン
ド
哲
学
』
の
書
評
に

か
え
て
ｌ
『
中
外
日
報
』
一
九
九
三
年
四
月
二
日
。
こ
の
書
評
は
加
筆
さ

れ
、
「
東
海
仏
教
』
第
三
十
八
号
、
一
九
九
三
に
転
載
さ
れ
た
）
が
、
こ
こ

で
も
和
田
氏
の
こ
と
ば
を
借
り
て
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
イ
ン

ド
実
在
論
の
世
界
構
造
を
図
式
化
し
て
説
明
し
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
出

版
さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
の
○
①
ざ
§
）
。
の
鼠
、
§
電
。
旦
曽
ミ
ミ
量
ミ
・

Ｇ
Ｏ
ミ
ミ
冒
営
嵩
屑
曾
琴
、
自
負
ご
亀
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
（
ロ
ｏ
ａ
Ｈ
①
○
頁
》
ご
雪
）
が
、

最
初
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
の
方
法
は
、
そ
の
後
、
受
け
継
が
れ
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
日
本
で
は
北
川
秀
則
博
士
に
よ
っ
て
図
式
化
が
始
め
ら
れ
、

名
古
屋
大
学
で
の
イ
ン
ド
哲
学
の
講
義
の
な
か
で
の
伝
統
と
し
て
立
川
武

蔵
氏
、
宮
坂
宥
洪
氏
、
そ
し
て
、
和
田
氏
へ
と
引
き
継
が
れ
て
き
た
も
の

で
あ
る
。
北
川
氏
が
図
を
用
い
出
し
た
理
由
は
、
お
そ
ら
く
授
業
で
学
生

が
複
雑
な
イ
ン
ド
実
在
論
の
構
造
を
理
解
し
易
い
よ
う
に
、
と
の
配
慮
か

ら
生
ま
れ
た
も
の
だ
と
思
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
視
覚
的
に
概
念
間
の
構

造
を
と
ら
え
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
図
を
組
織
的
、
体
系
的
に
構
築
す

る
と
い
う
試
み
は
ま
だ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
伝
統
が
引
き
継

が
れ
る
に
従
っ
て
、
単
に
初
心
者
に
提
示
す
る
こ
と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、

図
を
厳
密
に
規
定
し
て
学
術
的
な
使
用
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
再

構
築
さ
れ
た
も
の
が
和
田
氏
の
図
で
あ
る
。
和
田
氏
の
図
は
、
既
存
の
も

の
に
比
べ
暖
味
さ
が
排
除
さ
れ
、
各
限
定
・
制
限
関
係
に
つ
い
て
明
確
に

表
記
の
記
号
が
使
い
分
け
ら
れ
、
大
幅
に
改
良
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
和

田
氏
の
こ
の
よ
う
な
厳
密
な
図
は
、
も
は
や
視
覚
に
訴
え
る
た
め
だ
け
の

単
な
る
絵
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
記
号
論
理
学
の
記
号
の
図
式
化

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
図
の
効
用
に
つ
い
て
一
例
だ
け
挙
げ
て
お
く

こ
と
に
す
る
。
古
典
論
理
学
で
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
の
、
ご
目
白
］
の

警
鼻
○
》
島
．
（
地
面
に
瓶
が
あ
る
）
と
い
う
表
現
を
新
論
理
学
で
は
、

ず
｝
胃
ロ
斤
四
｝
四
国
厨
存
ぽ
ゅ
ウ
ロ
画
岸
曾
』
四
斤
ぐ
働
く
Ｐ
Ｏ
Ｃ
写
一
目
ロ
脚
色
ロ
凶
Ｈ
四
斤
山
口
一
Ｈ
ｐ
も
拝
四
ｍ
毎
ｍ
弄
凹
口
伝
‐

曾
侭
冒
冨
芽
習
四
８
冒
昌
風
呂
①
冒
団
ぐ
自
警
鼻
呂
．
（
地
面
に
存
在
す
る
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地
面
性
に
制
限
さ
れ
る
保
持
者
性
が
表
述
す
る
、
瓶
に
存
在
す
る
瓶
性
に

制
限
さ
れ
る
被
表
述
者
性
、
を
瓶
は
持
っ
て
い
る
）
と
表
現
す
る
。
原
語

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
は
、
何
が
何
に
存
在
す
る
の
か
、
何
が
何
を

制
限
・
限
定
す
る
の
か
、
何
が
何
に
制
限
・
限
定
さ
れ
る
の
か
、
と
い
っ

た
よ
う
な
各
概
念
が
指
示
す
る
方
向
性
が
理
解
し
に
く
い
。
日
本
語
に
置

き
換
え
・
て
も
こ
と
ば
の
係
り
方
が
暖
昧
で
あ
り
、
厳
密
な
論
理
思
考
に
は

耐
え
難
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
図
式
化
す
れ
ば
、
何
が
何
に
存
在
す
る

の
か
と
い
う
点
は
、
図
中
で
上
に
あ
る
も
の
が
基
体
に
存
在
す
る
も
の
で
、

下
に
あ
る
も
の
が
存
在
の
基
体
で
あ
る
と
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、

限
定
・
被
限
定
関
係
、
制
限
・
被
制
限
関
係
は
、
限
定
・
制
限
す
る
側
か

ら
限
定
・
制
限
さ
れ
る
側
に
矢
印
が
向
か
っ
て
い
る
の
で
、
方
向
性
も
ま

た
す
ぐ
に
理
解
で
き
る
。
和
田
氏
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

の
用
語
と
図
中
で
使
わ
れ
る
記
号
と
の
対
応
関
係
を
厳
密
に
定
義
さ
れ
て

い
る
の
で
、
読
者
が
関
係
の
方
向
性
を
知
る
上
で
の
疑
問
は
氷
解
し
、
各

概
念
間
の
対
応
関
係
を
明
確
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
図
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
論
理
学
の
専
門
家
以
外
で

も
新
論
理
学
の
テ
キ
ス
ト
の
理
解
が
容
易
に
な
る
。
し
か
も
そ
の
図
は
学

術
的
な
使
用
に
も
十
分
耐
え
ら
れ
る
厳
密
さ
を
備
え
て
い
る
。
本
書
は
以

上
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
新
論
理
学
研
究
史
上
、
図
を
本
格
的
に
導
入
し

た
も
の
と
し
て
先
駆
的
な
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

本
書
の
目
次
を
和
訳
で
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

緒

言

目
次

序
文
略
号

第
一
部
新
論
理
学
と
遍
充
の
基
本
的
概
念

１
序
論

２
新
論
理
学
の
歴
史
上
の
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
と
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
重
要
性

Ａ
論
理
学
派
の
歴
史

Ｂ
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
と
ラ
グ
ナ
ー
タ

ｉ
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ

Ⅱ
ラ
グ
ナ
ー
タ

３
「
遍
充
」
章
に
お
け
る
基
本
的
概
念

Ａ
推
理
知
（
Ｐ
ｐ
ｐ
目
ｇ
と
因
（
胃
目
）

Ｂ
限
定
者
（
ぐ
群
①
箇
冒
）

Ｃ
表
述
者
（
且
ａ
葛
冒
）

，
制
限
者
（
四
ぐ
ぃ
。
ｇ
の
目
菌
）

Ｅ
定
義
（
冨
庸
騨
隠
）

４
ガ
ソ
ゲ
ー
シ
ャ
以
前
の
遍
充
の
概
念

５
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
と
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
「
究
極
的
定
義
」
章
で
の
論
争
点

６
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
と
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
遍
充
定
義
の
結
論

Ａ
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
定
義

Ｂ
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
定
義

Ｃ
結
論

第
二
部
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
と
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
「
究
極
的
定
義
」
章

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
・
テ
キ
ス
ト
、
英
訳
、
解
説

参
考
文
献
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本
書
の
構
成
は
二
部
か
ら
な
る
。
第
一
部
は
陣
具
．
ぐ
．
Ｚ
．
］
富
に
よ

…

る
緒
言
に
始
ま
り
、
第
一
章
序
論
で
は
、
新
論
理
学
の
遍
充
の
研
究
史
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
同
国
呂
甸
国
巨
急
四
旨
①
局
（
岳
急
】
岳
亀
』

届
ご
）
の
研
究
は
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
か
ら
ラ
グ
ナ
ー
タ
ま
で
の
遍
充
を
歴

史
的
に
追
求
し
た
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
新
論
理
学
研
究
の
な
か
で
最
も

遅
れ
て
い
る
歴
史
的
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
さ
れ
た
重
要
な
論
文

で
あ
る
。

第
二
章
で
は
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
と
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
新
論
理
学
史
上
の
重

要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
弓
邑
曾
冒
曽
罰
量
忌
鼠
の

各
章
を
知
覚
ｅ
国
辱
農
租
）
、
推
理
（
四
国
昌
目
】
５
）
、
類
推
（
巨
冨
目
曽
〕
Ｐ
）
、

言
語
（
３
９
四
）
の
四
つ
に
大
き
く
分
け
、
古
典
論
理
学
で
は
認
識
対
象

（
冒
巴
目
①
葛
）
の
考
察
が
中
心
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
認
識
手
段
含
国
‐

自
営
四
）
を
考
察
の
中
心
に
し
た
。
彼
は
ウ
ダ
ャ
ナ
（
ご
§
冨
口
Ｐ
》
ｏ
四
・
俸
己

ｇ
圏
ｌ
屋
ｇ
）
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
、
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
窃
患
且
丘
胃
四
』
○
四
．

シ
ロ
届
ｇ
）
、
マ
ニ
カ
ン
タ
（
昌
四
昌
丙
包
鼻
ぽ
ゅ
旨
扉
吋
四
〉
○
四
．
俸
己
国
ｇ
）

に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
新
論
理
学
を
さ
ら
に
厳
密
に
考
察
し
、
関
係
を
表

す
新
し
い
用
語
を
用
い
て
古
典
論
理
学
で
の
暖
昧
さ
を
排
除
し
よ
う
と
し

た
。
そ
れ
ら
の
用
語
は
、
反
存
在
ｅ
ｇ
ｓ
、
○
四
口
）
、
共
通
の
基
体
を
持

つ
も
の
（
の
曽
口
習
目
巨
冨
愚
冒
）
、
制
限
者
（
い
く
砂
ｇ
胃
８
５
）
、
被
制
限

者
（
ゆ
く
ｐ
８
巨
昌
国
四
）
、
共
存
関
係
（
の
習
目
ご
旦
巨
菌
目
ご
秒
）
な
ど
で
あ

’
第
一
次
資
料

Ⅱ
牌
第
二
次
資
料

索
引

卜
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
’
一
デ
ィ
ー
デ
ィ
テ
ィ
』
に
対
し
て
註
釈
を
施
す
こ
と

が
主
流
に
な
っ
た
。
ラ
グ
ナ
ー
タ
は
、
彼
以
降
の
、
、
ヘ
ン
ガ
ル
派
の
新
論
理

学
者
た
ち
に
対
し
て
絶
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
彼
は
、
そ
の
他
、
様

灸
な
著
作
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
、
員
ミ
善
ミ
ミ
ご
亀
ミ
ミ
ー

菅
冒
と
い
う
ヴ
ァ
イ
シ
ェ
ー
シ
カ
（
ぐ
ゅ
誌
の
淫
匿
）
の
範
晴
論
に
関
す
る

書
物
を
著
し
た
哲
学
者
と
し
て
も
非
常
に
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
最
大
の
特
徴
は
、
非
存
在
（
号
目
ぐ
Ｐ
）
に
関
す
る
独
自
性
で
あ
る
。

り
、
こ
れ
ら
の
概
念
の
導
入
に
伴
っ
て
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
自
体
も
格

関
係
を
伴
わ
ず
に
コ
ン
。
ハ
ウ
ン
ド
に
よ
っ
て
連
続
す
る
形
に
な
っ
た
。
ガ

ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
こ
の
よ
う
な
用
語
、
考
え
方
や
表
現
方
法
は
、
ウ
ダ
ヤ
ナ

に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
以
降
の

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
は
、
哲
学
の
分
野
に
留
ま
ら
ず
法
律
や
文
学
の
分
野

に
ま
で
こ
の
新
論
理
学
の
表
現
方
法
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ガ

ン
ゲ
ー
シ
ャ
が
後
世
に
与
え
た
影
響
に
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

ラ
グ
ナ
ー
タ
・
シ
ロ
ー
マ
ニ
は
、
ヴ
ァ
ー
ス
デ
ー
ヴ
ァ
・
サ
ー
ル
ヴ
ー
ノ

蒲
ハ
ウ
マ
（
ぐ
鬮
且
の
ぐ
Ｐ
闘
尉
ぐ
号
冒
屋
目
Ｐ
。
④
．
シ
ｐ
Ｅ
ｇ
‐
勗
色
）
に
次
い

で
ベ
ン
ガ
ル
（
国
①
品
巴
）
派
最
初
期
に
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ

チ
ン
タ
ー
マ
ニ
』
に
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
デ
ィ
ー
デ
ィ
テ
ィ
」

（
弓
員
ご
ミ
ミ
曽
一
ミ
ミ
ｓ
§
言
）
と
い
う
註
釈
を
著
し
た
論
理
学
者
で
あ
る
。

ラ
グ
ナ
ー
タ
以
前
に
お
け
る
新
論
理
学
者
た
ち
は
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ

ー
マ
’
一
』
に
直
接
註
釈
を
施
し
て
い
た
が
、
ラ
グ
ナ
ー
タ
が
『
タ
ッ
ト
ヴ

ァ
チ
ン
タ
ー
マ
’
一
デ
ィ
ー
デ
ィ
テ
ィ
』
を
著
し
て
か
ら
は
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ

チ
ン
タ
ー
マ
’
一
』
に
直
接
註
釈
を
著
す
論
理
学
者
は
稀
れ
に
な
り
、
ジ
ャ

ガ
デ
ィ
ー
シ
ャ
や
ガ
ダ
ー
ダ
ラ
な
ど
の
よ
う
に
、
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
「
タ
ツ
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例
を
ひ
と
つ
あ
げ
れ
ば
、
あ
る
も
の
ｘ
の
非
存
在
の
非
存
在
は
ｘ
と
同
一

で
は
な
い
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

第
三
章
は
、
推
理
知
（
巴
昌
冒
昌
）
、
因
ｅ
①
首
）
、
限
定
者
（
ぐ
豚
①
笛
目
）
、

表
述
者
（
員
『
弓
農
色
）
、
制
限
者
（
沙
ぐ
胃
呂
⑦
含
函
）
、
定
義
（
菌
厨
四
ｇ
）

と
い
う
新
論
理
学
の
基
本
用
語
の
解
説
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
新
論
理

学
は
、
関
係
の
論
理
学
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
限
定
・
被
限
定
関

係
言
附
葛
色
ぐ
詠
搦
９
号
目
ぐ
ゅ
）
で
あ
り
、
表
述
・
被
表
述
関
係
（
巳
日
冨
‐

凹
昌
儲
昌
〕
鳥
号
圖
己
騨
）
で
あ
り
、
制
限
・
被
制
限
関
係
（
ゆ
く
：
○
宮
自
国
ぐ
ゅ
？

目
の
烏
冨
目
胃
餌
）
で
あ
る
。
新
論
理
学
の
数
あ
る
専
門
用
語
の
う
ち
で

も
制
限
者
（
ゆ
く
四
。
目
①
§
園
）
と
反
存
在
（
冒
呉
ご
○
唱
昌
）
と
の
ふ
た
つ
は
、

い
か
な
る
テ
ー
マ
の
な
か
に
も
頻
出
す
る
用
語
で
あ
る
の
で
、
簡
単
に
説

明
し
て
お
く
。
色
ぐ
Ｐ
Ｃ
号
の
冒
冒
と
は
、
秒
ぐ
：
。
言
ｐ
ｐ
ｐ
と
対
概
念
に
な
る

も
の
で
、
同
一
基
体
間
の
制
限
者
で
あ
り
、
四
ぐ
ゅ
Ｃ
Ｏ
宮
口
ロ
ｐ
を
制
限
す
る

属
性
（
目
胃
冒
國
）
と
関
係
（
叩
四
日
ｇ
且
冒
）
と
の
用
法
が
あ
る
が
、
新
論

理
学
文
献
で
頻
出
す
る
用
法
は
制
限
す
る
属
性
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の

ゆ
く
Ｐ
Ｃ
目
①
８
５
を
「
山
は
火
を
持
つ
。
煙
の
ゆ
え
に
」
念
閏
ぐ
鼻
○
ぐ
農
‐

且
ぐ
目
旦
目
日
弾
）
と
い
う
例
で
は
、
山
が
主
題
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め

に
「
山
性
は
主
題
性
の
制
限
者
で
あ
る
」
令
閨
ぐ
目
鼻
ぐ
ゅ
日
冨
原
色
菌
ぐ
甲

・
目
①
目
箇
目
）
と
表
現
す
る
・
同
様
に
、
火
が
所
証
で
あ
る
こ
と
を
「
火
性

は
所
証
性
の
制
限
者
で
あ
る
」
（
ぐ
昌
口
群
ぐ
騨
日
、
目
耳
鼻
習
月
目
の
８
百
日
）
、

煙
が
能
証
で
あ
る
こ
と
を
「
煙
性
は
能
証
性
の
制
限
者
で
あ
る
」
白
目
‐

目
算
ぐ
ゅ
日
い
且
旨
ロ
四
国
ぐ
ゅ
８
画
①
８
５
日
）
と
表
現
す
る
。
冒
鼻
唇
○
唱
口
は
、

ロ
ロ
島
○
四
口
と
対
概
念
に
な
る
用
語
で
、
大
別
し
て
三
種
類
の
意
味
が
あ

る
。
‘
第
一
に
、
「
地
面
は
瓶
の
非
存
在
を
持
つ
」
と
い
う
場
合
、
地
面
が

四
口
目
○
唱
口
瓶
が
冒
鼻
ご
○
唱
口
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
瓶
は
、
瓶
の
非

存
在
の
胃
胃
ご
○
廻
国
と
表
現
さ
れ
る
。
第
二
に
、
「
兎
は
月
の
類
似
性
を

持
つ
」
と
い
う
場
合
、
兎
が
臼
〕
昌
○
唱
〕
、
月
が
官
胃
ご
晶
言
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
月
は
、
兎
の
類
似
性
の
目
鼻
与
○
唱
旨
と
表
現
さ
れ
る
。
第
三

に
、
「
地
面
は
瓶
の
結
合
関
係
を
持
つ
」
と
い
う
場
合
、
地
面
が
四
口
目
○
四
口
、

瓶
が
冒
胃
萄
○
唱
口
で
あ
る
。
瓶
は
、
地
面
の
結
合
関
係
の
冒
鼻
匂
○
四
口

と
表
現
さ
れ
る
。
以
上
三
種
類
の
う
ち
、
頻
繁
に
用
い
ら
れ
る
用
法
は
第

一
番
め
の
存
在
に
対
す
る
非
存
在
と
し
て
の
目
鼻
ご
○
唱
口
で
あ
る
。
こ

の
用
法
で
用
い
ら
れ
る
冒
胃
ご
○
唱
口
を
和
田
氏
は
、
「
反
存
在
」
と
和

訳
さ
れ
て
い
る
。
（
和
田
壽
弘
、
「
イ
ン
ド
新
論
理
学
派
に
お
け
る
制
限
者

ゆ
ぐ
：
目
の
３
厨
）
ｅ
」
『
東
海
仏
教
』
弧
、
一
九
八
九
。
和
田
壽
弘
、
「
イ

ン
ド
新
論
理
学
派
に
お
け
る
制
限
者
（
ゆ
く
少
。
ｇ
①
号
冨
）
色
こ
『
名
古
屋

大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
鮎
、
哲
学
調
、
一
九
八
九
）
。

第
四
章
で
は
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
以
前
の
新
論
理
学
者
で
あ
る
シ
ャ
シ
ャ

ダ
ラ
命
患
且
富
国
》
・
Ｐ
．
シ
口
崗
ｇ
）
の
述
。
へ
る
遍
充
が
研
究
さ
れ
て
い

る
。
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
は
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
シ
ッ
ダ
ー
ン
タ
デ
ィ
ー
・
色
（
星
旨
‐

曽
鼠
員
言
ミ
ｓ
暑
曾
）
の
な
か
で
、
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
以
前
の
論
理
学
者
の
一

七
種
類
の
定
義
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
定
義
は
、
マ
ニ
カ
ン
タ
・
ミ
シ
ュ

ラ
（
巨
騨
昼
涛
ゅ
巨
曹
凹
巨
厩
国
》
ｏ
四
・
鈩
口
屋
ｇ
）
が
『
ニ
ヤ
ー
ヤ
ラ
ト
ナ
』

ｅ
昏
魯
忌
蚤
暑
急
・
ご
罰
）
で
言
及
す
る
定
義
と
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
が
『
タ
ッ
ト

ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
こ
（
弓
ｅ
で
言
及
す
る
定
義
と
重
な
る
も
の
も
あ
る
。

以
下
が
、
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
が
述
令
へ
る
一
七
種
類
の
遍
充
定
義
で
あ
る
。

①
遍
充
は
添
性
を
持
た
な
い
関
係
で
あ
る
。
（
曾
口
四
口
目
目
爵
鼻
ぐ
２

ロ
ユ
凹
望
四
口
四
）
Ｉ
ｚ
”
弓
》
目
。
届
．

45



②
遍
充
は
本
質
的
関
係
で
あ
る
。
（
の
乱
臣
留
鳥
鼻
ぐ
駕
目
巳
ｏ
ｏ
ｇ
Ｐ
）

Ｉ
ｚ
屈
吟
目
○
昂
．

、

⑧
遍
充
は
逸
脱
し
な
い
関
係
で
あ
る
。
（
秒
ぐ
制
ｇ
旨
胃
詳
胃
ぐ
段
陣
国
‐

ｐ
ｐ
Ｈ
Ｐ
）

⑳
遍
充
は
全
体
に
よ
る
関
係
で
あ
る
。
（
圃
周
蕨
昌
の
口
騨
閻
邑
９
口
目
段

ぐ
巴
匿
ず
ば
抄
）
”
Ⅱ
目
。
Ｅ
、

⑤
遍
充
は
能
証
と
共
通
な
場
所
を
持
つ
す
、
へ
て
の
属
性
と
共
通
な
場

所
を
持
つ
所
証
〔
と
能
証
と
〕
の
共
存
関
係
で
あ
る
。
（
“
目
冒
邑
騨
の
Ｐ
‐

Ｈ
国
凶
ご
脚
。
固
】
丙
四
吋
秒
』
》
四
昌
凶
ぐ
ぃ
ｑ
Ｑ
ｐ
ｐ
Ｈ
員
樗
曾
、
抄
Ｈ
ご
倒
口
倒
今
屋
］
屏
色
叶
い
目
色
の
脚
色
ぽ
ぎ
Ｐ
ｌ

の
間
口
脚
口
倒
Ｑ
面
肖
屍
ｐ
Ｈ
ｐ
ｐ
回
四
）
Ⅱ
”
目
○
胃
戸

⑥
遍
充
は
被
限
定
者
に
対
す
る
限
定
者
の
関
係
で
あ
る
。
（
昌
勝
宮
‐

ぐ
巴
陰
鴛
目
①
）
Ｉ
ｚ
同
戸

⑦
遍
充
は
同
一
関
係
で
あ
る
。
（
国
目
貫
員
２
己
富
国
国
四
宮
畳
）
Ⅱ

ｚ
両
Ｐ

⑧
遍
充
は
因
果
関
係
で
あ
る
。
（
園
ｑ
騨
圃
国
邑
幽
昌
曽
鴬
目
〕
胃
‐

冒
己
凹
屏
胃
武
）

⑥
遍
充
は
所
証
な
し
で
は
能
証
が
生
じ
な
い
関
係
で
あ
る
。
（
自
、
旨
‐

脚
ヴ
ゴ
割
ご
異
口
詞
ロ
山
砲
四
》
弓
獄
四
殴
印
菌
宅
脚
色
秒
）
Ｉ
ｚ
同
餌
目
。
届
．

⑩
遍
充
は
動
力
因
に
対
す
る
結
果
の
関
係
で
あ
る
。
（
昌
目
茸
四
邑
巴
‐

甘
口
芹
は
丙
四
庁
ぐ
ゆ
則
の
倒
尉
渇
舜
画
『
四
）

⑪
遍
充
は
特
殊
な
交
互
無
で
あ
る
。
（
四
目
。
目
：
園
ご
Ｐ
ぐ
幣
協
）

⑫
遍
充
は
す
べ
て
の
所
証
の
能
遍
で
あ
る
所
遍
性
で
あ
る
。
（
乱
‐

ぐ
ゆ
計
め
い
Ｑ
岸
》
園
ゆ
く
団
幽
も
四
戸
い
く
望
動
も
園
騨
詐
ご
色
）

⑬
遍
充
は
所
証
の
能
遍
で
あ
る
所
遍
性
で
あ
る
。
（
“
且
与
秒
ぐ
乱
冒
；

丙
い
く
］
倒
己
昌
四
守
ぐ
Ｐ
）

⑭
遍
充
は
能
証
の
恒
常
無
と
の
共
存
関
係
に
遍
充
さ
れ
る
恒
常
無
の

反
存
在
で
あ
る
所
証
〔
と
能
証
と
〕
の
共
存
関
係
で
あ
る
。
（
の
目
‐

ぽ
い
目
脚
汁
『
煙
固
守
駒
ロ
ロ
脚
く
い
の
画
Ｈ
ロ
倒
口
料
。
巨
丙
魚
吋
①
口
『
ゆ
く
目
倒
も
］
脚
庁
】
色
口
庁
脚
ず
ぽ
脚
‐

ぐ
四
℃
叶
四
武
昌
○
ぬ
肘
脚
色
岸
声
望
四
め
い
国
ロ
働
邑
似
旦
丘
一
戸
四
Ｈ
ｐ
恒
ご
ゆ
）

⑮
遍
充
は
所
証
の
非
存
在
の
能
遍
で
あ
る
非
存
在
の
反
存
在
で
あ
る

能
証
と
の
共
存
関
係
で
あ
る
。
（
の
目
ご
豐
目
ぐ
ゅ
く
乱
冨
圃
ｇ
甲

ぐ
ｐ
ｂ
Ｈ
色
は
］
○
四
め
凶
口
岸
戸
少
口
い
、
似
Ｈ
己
勵
ロ
山
口
写
一
戸
Ｐ
Ｈ
Ｐ
ロ
留
凹
）

⑯
遍
充
は
関
係
の
み
で
あ
る
。
（
閻
冒
ｇ
且
冒
目
鼻
国
）
“
Ⅱ
ｚ
閃
岸
》

日
○
閏
Ｐ

⑰
遍
充
は
、
普
遍
の
よ
う
に
、
他
の
属
性
に
依
存
し
な
い
属
性
で
あ

、

る
。
（
茜
は
く
Ｐ
Ｑ
ｇ
ｐ
胃
目
画
具
胃
侭
豈
四
茸
冨
曾
国
国
戸
留
協
己
曾
国
の

註
に
よ
る
。
シ
ャ
シ
ャ
ダ
ラ
は
、
四
国
『
鼻
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
）

古
典
論
理
学
で
の
遍
充
定
義
は
、
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
定
義
（
団
‐

・
弾
日
置
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
遍
充
と
は
ど
う
い
う
関
係
（
＄
日
亨

鼬
且
冒
）
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
論

理
学
の
時
代
に
な
り
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
定
義
に
よ
っ
て
遍
充
の
概
念
は

能
遍
・
所
遍
間
の
時
間
的
、
空
間
的
、
量
的
な
関
係
の
問
題
ま
で
考
慮
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
ラ
グ
ナ
ー
タ
は
あ
ら
ゆ
る
暖
昧
さ
を
排
除
し
、
古

典
論
理
学
で
の
定
義
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ぼ
ど
複
雑
な
定
義
に
な
っ
た
。

第
二
部
は
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
こ
と
ラ
グ

ナ
ー
タ
の
『
タ
ツ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
さ
一
デ
ィ
ー
デ
ィ
テ
ィ
」
の
遍
充

（
ぐ
箇
己
ｇ
の
「
究
極
的
定
義
」
（
忽
島
言
ご
昔
昔
雷
ミ
ｓ
）
章
の
解
読
研
究
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で
あ
る
。
テ
キ
ス
ト
校
訂
と
英
訳
の
た
め
の
定
本
は
、
⑦
ミ
ミ
言
菖
（
ぐ
秒
‐

Ｈ
四
国
四
巴
》
岳
畠
Ｉ
喝
）
で
あ
り
、
以
下
、
甸
国
匡
言
巴
冒
の
Ⅱ
）
同
．
（
ら
急
．
ご
亀
〕

己
弓
）
》
』
富
慧
ご
畠
ご
争
己
員
号
暑
、
昌
昌
亀
鼠
も
皀
○
昌
冨
》
忌
巨
）
』
旬
員
‐

ご
ｓ
ｏ
営
薗
言
畠
亀
ａ
『
包
智
亀
註
己
受
Ｓ
野
割
毎
ｓ
（
○
ゆ
き
匡
茸
紗
昌
や
』
Ｃ
ｌ
胃
ご
響
曽
圏
叱
圏
包
蹴
割

卜

（
切
目
閏
閉
』
ご
鶴
ゞ
岳
閉
）
が
参
照
さ
れ
て
い
る
。
ラ
グ
ナ
ー
タ
に
年

代
が
近
い
ク
リ
シ
ュ
ナ
ダ
ー
サ
・
サ
ー
ル
ヴ
ァ
バ
ウ
マ
（
園
搦
目
３
３

の
胃
ぐ
ゆ
ず
戸
煙
匡
白
色
．
ｏ
単
．
シ
ワ
岳
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
と
バ
ヴ
ァ
ー
ナ
ン
ダ
・
シ
ッ
ダ

ー
ン
タ
ヴ
ァ
ー
ギ
ー
シ
ャ
（
団
彦
い
く
四
目
抄
目
色
ゆ
め
昼
色
置
凹
揖
冨
ぐ
ぃ
唱
箇
》
ゞ
○
色
．

衿
己
勗
ｇ
ｌ
ｇ
）
の
註
釈
書
が
ま
ず
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
だ
が
、
ジ

ャ
ガ
デ
ィ
ー
シ
ャ
や
ガ
ダ
ー
ダ
ラ
と
い
う
註
釈
者
た
ち
は
ラ
グ
ナ
ー
タ
以

降
に
発
展
し
た
議
論
を
懸
命
に
論
じ
て
お
り
、
し
か
も
註
釈
者
自
身
の
思

想
が
か
な
り
入
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
理
由
か
ら
ラ
グ
ナ
ー
タ
自
身
の
思

想
を
抽
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
冒
噌
葛
笥
テ
キ
ス

ト
中
に
含
ま
れ
て
い
る
ぐ
四
目
四
。
胃
四
邑
騨
国
富
ヰ
四
ｏ
④
昌
四
の
旨
唱
島
曾
註

に
対
す
る
註
釈
（
国
ミ
ミ
）
は
、
『
タ
ッ
ト
ヴ
一
ノ
チ
ン
タ
ー
マ
’
一
デ
ィ
ー
デ

ィ
テ
ィ
』
に
対
す
る
直
接
の
註
釈
で
は
な
い
け
れ
ど
も
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
思

想
を
理
解
す
る
た
め
に
非
常
に
役
に
立
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
ぐ
ぃ
日
胃
胃
囚
昌
ゅ

国
冒
ヰ
“
８
昌
四
は
現
代
の
註
釈
者
で
あ
り
、
他
学
派
と
の
論
争
の
必
要
が

な
く
、
ジ
ャ
ガ
デ
ィ
ー
シ
ャ
と
ラ
グ
ナ
ー
タ
の
思
想
を
わ
か
り
や
す
く
註

釈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
和
田
氏
は
お
そ
ら
く
、
こ
の
ぐ
倒
日
四
○
日
四
コ
四

切
目
＃
：
胃
圃
の
註
釈
を
主
に
参
照
し
な
が
ら
解
読
研
究
を
進
め
ら
れ

た
・
の
だ
と
推
察
で
き
る
。

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
は
「
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
こ
「
暫
定
的
定
義
」

（
、
ミ
ミ
§
§
蔦
）
章
に
お
い
て
、
二
一
種
類
の
遍
充
定
義
を
ひ
と
つ
ひ
と

っ
を
批
判
し
、
「
究
極
的
定
義
」
章
に
お
い
て
、
第
二
二
番
目
の
定
義
を

究
極
的
定
義
と
し
て
認
め
る
。
そ
れ
は
和
田
氏
の
解
釈
に
よ
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

己
円
四
は
望
○
ぬ
望
色
の
四
目
〕
倒
旨
画
・
宮
目
丙
四
鄙
凹
ロ
色
罰
凹
詳
、
幽
居
ご
脚
邑
倒
口
彦
竺
屏
四
Ｎ
色
恒
倒
詐
冒
ゆ
画
庁
ｌ

い
す
画
勤
く
い
も
Ｈ
四
陣
『
○
ｍ
芹
働
く
四
○
○
宮
①
。
四
戸
働
く
②
○
○
ぽ
］
ロ
ロ
秒
員
戸
昌
四
目
ｐ
い
ず
嫁
四
‐

ぐ
ゅ
武
井
①
口
四
ｍ
四
国
胃
伊
尉
恒
詐
四
鍋
吋
Ｐ
ｍ
倒
肖
ロ
ロ
ロ
脚
旦
底
骨
丙
ｐ
Ｈ
ゆ
口
思
Ｐ
掛
目
ぐ
国
脚
宅
武
昏
。

遍
充
（
ご
号
ｇ
と
は
、
ｘ
（
能
証
）
と
、
反
存
在
（
冒
胃
毎
○
四
口
）
と
同

じ
基
体
を
持
た
ず
に
ｘ
と
同
じ
基
体
を
持
つ
恒
常
無
（
色
匂
四
昇
習
‐

園
ぐ
ゅ
）
の
反
存
在
性
（
冒
胃
ご
○
唱
薗
）
の
制
限
者
（
Ｐ
ぐ
ゅ
○
目
の
旨
冨
）

に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
た
も
の
（
反
存
在
）
で
な
い
ｙ
（
所
証
）
、
と

の
共
存
関
係
（
の
習
圖
目
目
房
閏
目
冒
）
で
あ
る
。

わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
遍
充
と
は
、
能
証
（
印
目
宮
口
四
】
扁
甘
）
と
所

証
（
の
目
ご
Ｐ
）
と
が
同
じ
基
体
（
且
冒
冨
国
息
）
を
持
つ
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
所
証
は
恒
常
無
に
対
す
る
反
存
在
性
を
制
限
す
る
者
に
限

定
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
恒
常
無
は
反
存
在
と
同
じ
基
体

を
持
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
「
台
所
は
、
火
を
持
つ
。

煙
の
ゆ
え
に
」
と
い
う
推
論
の
例
で
示
せ
ば
、
「
台
所
」
は
基
体
（
且
巨
‐

臣
３
９
）
で
あ
り
、
「
火
」
は
煙
を
遍
充
す
る
も
の
（
ぐ
乱
冨
冨
〉
能
遍
）

で
あ
り
、
「
煙
」
は
火
に
遍
充
さ
れ
る
も
の
（
ぐ
乱
冨
ゆ
ゞ
所
遍
）
で
あ
る
。

そ
し
て
、
証
明
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
火
と
、
火
を
証
明
す
る
煙
と
は
、
た

と
え
ば
、
台
所
と
い
う
同
じ
場
所
に
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
そ
の
火
は
台
所
に
存
在
し
な
い
も
の
（
牛
）
の
非
存
在
と
否
定
関
係

に
あ
る
も
の
（
牛
の
存
在
）
を
制
限
す
る
者
（
牛
性
）
に
限
定
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
。
恒
常
無
（
Ｐ
ご
包
口
薗
冒
習
色
）
と
は
非
存
在
そ
の
も
の
の
こ
と
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で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
台
所
に
あ
る
恒
常
無
と
は
台
所
に
存
在
し
な
い
何

か
を
指
す
の
で
は
な
い
。
台
所
に
存
在
す
る
非
存
在
そ
の
も
の
を
指
す
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
反
存
在
宕
国
監
冒
四
国
）
と
は
非
存
在
と
否
定

関
係
に
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
存
在
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
以
上
が
、

ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
究
極
的
定
義
で
あ
る
。
複
雑
な
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
定
義

を
理
解
す
る
に
は
、
和
田
氏
が
示
さ
れ
て
い
る
図
（
本
書
喝
．
届
罠
・
』

蜀
蒟
員
①
閉
．
農
）
が
非
常
に
役
に
立
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
新
論

理
学
で
の
遍
充
定
義
は
古
典
論
理
学
の
も
の
と
比
令
へ
て
飛
躍
的
な
発
展
が

見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ラ
グ
ナ
ー
タ
は
こ
の
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
定
義
に
は

満
足
せ
ず
に
、
『
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
チ
ン
タ
ー
マ
ニ
デ
ィ
ー
テ
ィ
テ
ィ
』
に
お

い
て
さ
ら
に
厳
密
な
考
察
を
展
開
す
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
全
容
を
紹
介
す

る
こ
と
は
、
不
可
能
な
の
で
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
に
は
見
ら
れ
な
い
ラ
グ
ナ

ー
タ
の
独
自
性
に
つ
い
て
一
例
だ
け
触
れ
て
こ
の
書
評
を
締
め
く
く
る
こ

と
に
す
る
。
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
定
義
で
は
、
「
共
存
関
係
」
（
出
目
画
目
‐

目
房
胃
自
制
）
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
代
わ
り
に
ラ
グ

ナ
ー
タ
は
「
関
係
性
」
（
閏
日
ｇ
ｐ
ｇ
拝
く
ゅ
）
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。
同

様
に
、
「
基
体
」
（
且
ご
冨
国
目
）
と
い
う
語
に
対
し
て
、
「
関
係
を
持
つ

も
の
」
（
閏
冒
冒
目
宮
口
）
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
の
定

義
で
は
、
存
在
性
定
立
関
係
（
頁
洋
目
薗
日
四
宮
叩
四
目
ｇ
且
冒
）
の
場
合
、

遍
充
関
係
が
成
立
す
る
が
、
存
在
性
不
定
立
関
係
（
ぐ
甘
耳
Ｐ
昌
剴
日
凹
冨
‐

３
日
ｇ
目
ｇ
）
の
場
合
、
遍
充
関
係
は
成
立
し
な
い
。
例
え
ば
、
「
あ
の

山
に
火
が
あ
る
。
煙
の
ゆ
え
に
」
、
も
し
く
は
「
あ
の
山
は
火
を
持
つ
。

煙
の
ゆ
え
に
」
と
い
う
場
合
、
「
あ
の
山
」
に
「
火
」
と
「
煙
」
は
存
在

す
る
。
こ
の
場
合
、
「
あ
の
山
」
と
「
火
」
・
「
煙
」
と
の
関
係
は
、
存
在

最
後
に
、
序
論
に
お
い
て
陣
旦
．
ぐ
．
ｚ
，
冒
四
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に

本
書
は
、
旨
唱
扁
》
ロ
・
国
・
国
》
ミ
ミ
ミ
ミ
い
き
ミ
意
望
譲
暑
具
三
舎
ミ
量
‐

富
建
ご
畠
耐
○
電
。
名
色
目
耳
己
鳴
々
巨
色
の
ｍ
・
》
后
臼
）
｝
旨
四
三
己
、
国
・
園
・
ゞ
弓
意

ご
き
菅
‐
令
逗
ご
急
ｂ
Ｒ
ミ
ミ
ミ
ョ
侭
員
さ
富
も
四
日
胃
昼
鳴
、
巨
儲
の
．
、
岳
誘
）

な
ど
の
研
究
方
法
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
た
新
論
理
学
文
献
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
以
外
の
現

代
語
で
あ
る
英
語
で
訳
出
、
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
上
に
、
図

の
導
入
に
よ
り
本
書
は
、
和
田
氏
の
優
れ
た
哲
学
的
解
釈
に
支
え
ら
れ
た

性
定
立
関
係
で
あ
り
、
「
あ
の
山
」
を
基
体
（
④
目
涛
胃
眉
騨
）
と
考
え
て

も
遍
充
関
係
は
成
立
す
る
。
し
か
し
、
正
し
い
推
理
で
あ
る
「
あ
の
山
は

火
の
所
有
者
で
あ
る
。
煙
の
所
有
者
で
あ
る
か
ら
」
と
い
う
場
合
、
主
題

を
基
体
と
考
え
る
と
、
主
題
で
あ
る
「
あ
の
山
」
に
能
証
で
あ
る
「
煙
の

所
有
者
」
と
所
証
で
あ
る
「
火
の
所
有
者
」
と
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
場

合
、
主
題
と
能
証
・
所
証
と
の
関
係
は
、
存
在
性
不
定
立
関
係
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
あ
の
山
」
を
「
関
係
を
持
つ
も
の
」
（
の
四
日
ｇ
且
宮
口
）
と
考

え
る
と
、
「
あ
の
山
」
は
、
「
火
の
所
有
者
」
・
「
煙
の
所
有
者
」
を
同
一
関

係
今
目
弾
昌
吋
四
）
に
よ
っ
て
持
つ
こ
と
に
な
る
。
ラ
グ
ナ
ー
タ
は
、
こ

の
同
一
関
係
を
存
在
性
不
定
立
関
係
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
主
題
を

「
基
体
」
と
考
え
る
と
、
主
題
と
能
証
・
所
証
と
の
関
係
が
存
在
性
不
定

立
関
係
に
あ
る
場
合
、
正
し
い
推
理
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遍
充
関
係
が
成

立
し
な
い
が
、
主
題
を
「
関
係
を
持
つ
も
の
」
と
考
え
る
と
、
遍
充
関
係

は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
本
書
弓
．
］
合
山
国

の
詳
細
な
解
説
と
己
］
認
の
図
（
司
侭
員
①
路
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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本
格
的
な
新
論
理
学
の
研
究
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
イ
ン
ド
哲
学
研
究
者

の
み
な
ら
ず
、
哲
学
研
究
者
一
般
に
対
し
て
イ
ン
ド
新
論
理
学
の
扉
を
開

く
、
価
値
あ
る
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
新
論
理
学
の
研
究
者
は
そ
の
重
要

性
に
比
し
て
世
界
的
に
も
少
な
く
、
日
本
で
も
最
も
研
究
者
が
少
な
い
分

野
の
ひ
と
つ
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
、
和
田
氏
の
研
究
に
よ
っ
て
ラ
グ
ナ

ー
タ
の
遍
充
（
ご
箸
ｇ
の
全
容
が
明
ら
か
に
な
り
、
新
論
理
学
の
研
究

が
さ
ら
に
進
む
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
本
書
を
評
す
る
と
言
う
よ
り
も
、
ガ
ン
ゲ
ー
シ
ャ
と
ラ
グ
ナ
ー

タ
と
の
遍
充
概
念
の
一
端
を
本
書
を
通
し
て
垣
間
み
た
だ
け
で
あ
る
が
、

こ
の
場
を
き
っ
か
け
と
し
て
本
書
を
実
際
に
手
に
取
っ
て
、
新
論
理
学
の

遍
充
概
念
の
構
造
を
理
解
さ
れ
る
読
者
が
ひ
と
り
で
も
増
え
る
こ
と
を
願

う
と
同
時
に
、
本
書
に
続
く
和
田
氏
の
新
た
な
る
研
究
を
大
い
に
期
待
し

た
い
も
の
で
あ
る
。

且
○
い
ぼ
目
酎
胃
○
ぐ
く
Ｐ
ａ
Ｐ
辱
章
ご
争
蚤
愚
守
奇
○
ｓ
怠
○
喜
眉
言
》
ざ
配
電
富
門
く
ｓ
こ
ぐ
画
‐

富
廷
画
建
＆
、
己
巴
冨
卯
、
国
の
鼻
函
巨
局
巨
弓
員
匡
ぽ
い
蔵
○
国
、
亨
胃
や
や
Ｐ

英
文
総
数
一
二
十
五
三
五
。
ヘ
ー
ジ
。
文
献
目
録
、
索
引
付
。

定
価
両
叩
．
路
Ｐ
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